西アジアの陶器と彩釉タイル by 佐々木 達夫
金沢大学考古学紀要 20号1993  
＝ミニ∴ 〒 こ、き十：：：‾モ＿ニ‥ ●－  
佐帝寮 遼 東  


















下に黒褐色でナイルの蓮と鳥をあしらった皿などの彩画陶器も作られた。   
第十八王朝はアマルナ時代と呼ばれ、文化的な発展の見られた時代であった。ファイア  
ンス合タイルの彩鞄にも青色の他に、白色、黄色、線色、茶色などが加えられた。儀式用  






ー111－   
量の彩軸陶器には、紀元前8－9世紀の優品が多いといわれている。それは青軸の地に貴軸  
で彰文した二彩、白を加えた三彩、あるいは青緑軸一色のもの、青¢貴9白。黒で彩画す  

























徴するライオンの浮き彫りが並んでいる。   
ネブカドネザルニ世（前605－562）がこの門を初めて建てたときは、無軸の浮き彫りレン  
ガを使っていた。最後の改築で彩鞄浮き彫りレンガが用いられたというが、今は彩軸レン  





一112－   
き彫りをおおう彩軸レンガに技法が引き継がれたことを認めるに過ぎない。彩鞄レンガは、  





























空風 アッ♂官罠朝め陶器盈鬱勃汐ギ施   
7世紀後半から始まるウマイア朝では、まだササン朝のアルカリ粕の青緑軸陶器と、ビ  
ザンティンの鉛軸型押し緑◎褐軸陶器を受け継いでいる。それは、アラビア世界にべルシ  





































































望監 ギ』防渾国な麿一曲陶器盈彩軸タ孝雄  



































ー116－   
達している。初期のセルジューク時代のタイルはコンヤやカイセリ、アハラットなどで作  
られた。ついで、15世紀のオスマン時代には、イズニクが主要な産地に発展する。この他  





うした穫賓をさしていることが多い。   
タイルは建築の装飾材料の一つとして、宮殿やモスク、廟などの壁装飾に衰えることな  
く使われている。ミヒラブ（壁亀）も彩粘タイルで飾られることが多い。豪華な建物の室  
内に作られた噴水の回りは、大理石やモザイクち ときには彩軸レンガで飾られることがあ  
った。また、王侯貴族の謁見の間は、彩軸タイルで飾られることもある。ただ、庶民の建  
物に美しい彩軸タイルをみることば難しい。やはり、彩劫タイルは高価な装飾品であり続  







題 ≡装飾汐耳兆戊施軸陶器  












一117－   
り、破片になっても見飽きることがない。  
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陶器もタイルも、材料には枯土を用いている。タイルは、材料の枯土の質が粗雑でもよ  









のであろう。   









的な効果も大きい。   






の時点から彩勒タイルと呼ぶことができるだろう。   





－119－   






似た手法を使う場合が多い。   





妙は、タイルに独特のものである。   











していることもわかる。   


















詔匡 風土と文化が生＆だ色彩産婆飾   
西アジアの地域では、色調の強い鮮やかな撤薬をかけた陶器が作られた。東アジアや東  
南アジアよりも早く、そしてより色彩感に富む施軸陶器が広範囲に見られるのは、西アジ  





ならない。   
東アジア世界では、地質的な条件から、高温で陶磁器を焼くのが可能な粘土を手に入れ  
やすく、そのために高火度で溶ける私案が利用できた。そのため、白磁や青磁など、単色  






度でしか焼くことのできない地域であった。   
低い温度で融ける軸では、原色に近い鮮やかな色が、融けている金属の種類によって発  
色する。鮮やかで多彩な色は、粘土の質の悪きや燃料の少ないことに原因があったのであ  




－121－   
工芸に携わるÅ々が力をいれていた分野を示してもいる。文献が伝えることを鵜呑みする  
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